
別紙様式１７

令和5年度　　滋賀県立草津養護学校　学校評価 学校番号 58

本年度の重点目標

中間評価(10月）

自己評価 自己評価 学校関係者評価

  １）校長は、学校課題を踏まえて教育目標を設定し、教職員、保護者にわかりやすく説明している。 B B A

  ２）教育目標の実現に向けて、全職員が力を合わせて教育活動に取り組んでいる。 B B A

  ３）児童生徒一人ひとりの障害や発達に即した、教育的ニーズに応じた学習をていねいに展開している。 B B A

  ４）教育活動全体にわたり、児童生徒にとってわかりやすい授業を実践している。 B B A

  ５）幅広い児童生徒の状況に応じたきめ細かい指導をしている。 B B B

　６）日頃より、児童生徒の言動をていねいに把握し、いじめや問題行動を見逃さない指導を行っている。 B B B

  ７）児童生徒一人ひとりの実態や課題に合った自立に向けた取り組みや就労体験を計画的に実施している。 B B A

  ８）児童生徒に対して適切に進路指導が行えるように進路状況や福祉制度等の情報の把握に努めている。 B B A

  ９）児童生徒個々の健康状態についてていねいに観察し、健康管理に努めている。 B B A

１０）児童生徒のけが、病気、事故などについて、迅速に対応している。 A A B

１１）施設設備の安全管理、整備、清掃に取り組み、校内事故防止に努めている。 B B B

１２）安全で衛生的な環境の中で学習できるように、教材教具の整理整頓を日々行っている。 B B B

１３）児童生徒の登下校指導を含め、学校生活全体の安全のため点検、指導を行っている。 B B B

１４）日頃の児童生徒の様子について、保護者との連絡を密にし、きめ細かく連携している。 B B A

１５）友だちや人を思いやる気持ち、自分を大切にする気持ち、自己肯定感を育てる教育に努めている。 B B A

７　環境教育 １６）清掃活動や体験学習を通して、環境教育の推進に努めている。 B B B

８　交流及び共同学習 １７）他校との交流や共同学習を実施し、インクルーシブ教育システムの構築に向けて理解と支援を広げている。 B B A

１８）特別支援教育の研修、ステージ研修(初任、２年、３年、６年G-OJT、中堅）を効果的に取り入れ、実践力の向上に努めている。 B B A

１９）校内研究を計画的に実施し、学部を超えた研究活動等をとおして実践力の向上に努めている。 B B A

２０）地域のニーズに応じた教育相談体制を整えている。 B B B

２１）就学相談や巡回相談などを通して関係機関との連携を推進し、地域のニーズに応じたセンター的機能を発揮している。 B B A

２２）医療的ケアを必要とする児童生徒の教育条件の整備を進めている。 B B B

２３）避難訓練、不審者対応訓練の実施、緊急時マニュアルの整備など、学校防災、危機管理体制の充実に努めている。 B B B

２４）労働安全衛生の観点を持ち、職場環境の改善に向けて組織的に取り組んでいる。 B B B

２５）ＰＴＡ活動を通じて保護者の悩みやニーズを受け止め、児童生徒の成長を共有し合う関係を築いている。 B B B

（注） ・評価については、ＡＢＣＤの４段階で示す。

・生徒指導の欄に、いじめの項目を入れること。

① 障害の重度・重複化、多様化への対応と児童生徒の実態にあった教育課程の編成 ～個に応じた課題設定とわかりやすい評価、それに伴う授業改善～
② 将来の自立と社会参加を見通した計画的な指導の充実(学部間の連続性と関連性) ～12年間を見通したキャリア教育の実現～
③ 地域・関係機関とのネットワークの構築とニーズに応えるセンター的機能の充実
④ 清潔で快適な学習環境の整美と将来を見据えた学習環境の整備の検討
⑤ 学校防災、危機管理体制の整備、充実

領　域 重　点　評　価　項　目
総合評価（３月）

１　学校経営

11　その他
　　学校の取組み

２　教育課程・学習指導

３　生徒指導

４　進路指導

・自己評価：ＡＢＣＤの基準については、評価項目の内容が、十分に達成できた場合（達成度80％以上）はＡ、おおむね達成できた場合（達成度60％以上80％まで）はＢ、あまり達成できていない場合（達成度40％以上
60％まで）はＣ、達成できていない場合（達成度40％未満）はＤとする。ただし、アンケートの結果等を機械的にＡＢＣＤの評価に置き換えるのではなく、学校の現状を真摯に分析・検討し、今後の学校改善につながるよう、
適切に評価すること。

５　保健・安全指導

９　教職員の現職教育

10　センター的機能
　　の発揮

６　人権教育


